
 

○行政報告会をおこないました（P4)
○ 12 月は、町税・使用料などの「滞納整理強化月間」です（P6)
○国道 21 号可児御嵩バイパス横断地下道の通行について（P9)
○年末年始の業務案内（P10)
○保健センターだより（P24)　　　○町長月記（P27)

巻頭：
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なかせんどう

山道往
うぉーく

来　～ 謡
うとうざか

坂石
いしだたみ

畳にて ～ ＞

◆◇今月号の主な内容◇◆ 

広報紙で振り返る 2010 年

御嵩小学校 4 年生（平成 21 年度）の作品

乗って残そう、 広見線



▲ �1 月「成人式」：237 名が新たなる旅立ち

広
報
紙
で
振
り
返
る

　
　
　
　
　

 

２
０
１
０
年

広
報
紙
で
振
り
返
る

　
　
　
　
　

 

２
０
１
０
年

　

今
年
も
残
り
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
１
年
で
し
た
か
？

　

町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
を
中
心
に「
ほ
っ
と
み
た
け
」

で
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

10 日 消防出初式（防火・防災への決意を新たに）

10 日 成人式

24 日 みたけスポーツ・文化倶楽部「スポーツ・文化
フェスタ」

御嵩町制施行 55 周年

6 日 蟹薬師太郎祭

7 日 鬼岩福鬼まつり

2 日 御嵩町教育センター教育実践論文表彰式

4 日 御嶽宿さんさん広場・みたけ健康館オープン

4 日 消防入退団式

4 日 御嵩薬師祭礼

29 日 あゆみ館まつり

9 日 町内一斉清掃

23 日 御嶽宿わいわい館オープン

29 日 第 14 回 みたけ町こどもまつり

29 日 みたけの森ささゆりハイキング（～ 6 月 13 日）

30 日 いきいき健康まつり＆ミニ環境フェア

6 日 消防操法大会（第１分団（上之郷）が優勝）

12 日 第 30 回 全国豊かな海づくり大会サテライト
イベント（～ 13 日）

（12 日）可児川クリーンキャンペーン

（12 日）桜の記念植樹イベント

（12 日）鮎の稚魚放流イベント　

（13 日）みたけの森ささゆりまつり
　　　　�“ギネスに挑戦！ 2500m の流しそう

めん”ギネス記録達成！

26 日 少年の主張大会

1 月

2 月

4 月

3 月

5 月

6 月

▲ �6 月「みたけの森ささゆりまつり」：世界一長い流しそ
うめんのギネス記録達成に大興奮！！

おとなの仲間入り！
いろんなことに
チャレンジ！

巻  頭巻  頭

楽しいことがたく
さんあったなぁ…

みたけエコシンボルキャ
ラクター「ミーモくん」

太郎祭イメージキャラ
クター「太郎坊」

�



企画課秘書広報係（内線 2222）

12 日 寿和工業株式会社が御嵩町産業廃棄物処理施
設設置にかかる許可申請書等取り下げ

15 日 豪雨災害

25 日 水上レクリエーション祭

7 日 第 15 回 よってりゃあ、みたけ
　～夢いろ街道宿場まつり～

15 日 平和祈願の日（平和の聖母マリア像：謡坂）

25 日 御嵩町教育委員会表彰式

5 日 防災訓練

2 日 アオダモの森づくりふれあい体験学習会

3 日 第 15 回 町ソフトバレーボール大会

8 日 第 16 回 町民ゴルフ大会

9 日 中山道みたけ館特別展「みたけの鉄道 90 年史」
（～ 12 月 12 日）

10 日 顔戸八幡神社祭礼

16 日 行政報告会（19 日・20 日・21 日）

20 日 顔戸地区で亜炭廃坑の大規模陥没

23 日 御嵩町産業祭（～ 24 日）

30 日 一般国道 21 号 可児御嵩バイパス全線開通
（開通式典）

3 日 町制施行 55 周年記念式典
（御嵩町功労者表彰式）

7 日 中
なかせんどう

山道往
うぉーく

来（ウォーキング）

14 日 消防連合演習

20 日 第 25 回 御嵩町音楽祭

20 日 第 29 回 可児農業祭（～ 21 日）

※ 12 月は開催予定を掲載

12 日 可児駅伝競走大会

7 月

8 月

10 月

11 月

9 月

12 月

▲ �7 月「豪雨災害」：1 時間に最大 94 ㎜、1 日の総雨量
290 ㎜の豪雨が御嵩町を襲い、甚大な被害が出ました

▲ �8 月「よってりゃあ、みたけ」：毎年恒例の夏まつり！
たくさんの人が、幾重もの輪になって踊りました

▲ �10 月「アオダモの森づくりふれあい体験学習会」：子
どもたちが間伐材切りを体験！

▲ �10 月「亜炭廃坑の大規模陥没」：顔戸地区で道路や住宅
5 棟などが被害にあう、大規模な陥没が発生しました

来年はどんな１年
になるのかな？

� ほっと みたけ　2010. 12



企画課企画調整係（内線 2223）

　

行
政
報
告
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た

～ 

お
よ
そ
２
３
０
名
が
参
加 

～　

　

10
月
16
日
（
土
）
～
21
日
（
木
）
に
町

内
4
会
場
で
、
渡わ

た
な
べ辺

町
長
に
よ
る
「
行
政

報
告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
4
会
場
で

２
３
１
名
の
参
加
が
あ
り
、
参
加
者
の
み

な
さ
ん
か
ら
は
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
質

問
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
、
町
の
重
要
課
題
で
あ
る
次
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

①�

産
業
廃
棄
物
処
理
場
の
申
請
取
り
下

げ
に
つ
い
て

　

②
名
鉄
広
見
線
の
存
続
問
題
に
つ
い
て

　

③�

御
嶽
宿
再
生
事
業
（
駅
前
3
施
設
）

に
つ
い
て

　

④�

み
た
け
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
倶
楽
部
設

立
に
つ
い
て

　

⑤
無
水
道
地
域
解
消
問
題
に
つ
い
て

　

⑥
町
財
政
状
況
に
つ
い
て

　

⑦�

地
デ
ジ
難
視
聴
問
題
に
つ
い
て

（
上
之
郷
公
民
館
会
場
の
み
）

　

⑧
顔
戸
地
区
大
規
模
陥
没
に
つ
い
て

（
中
公
民
館
会
場
の
み
）

い
。
報
道
に
よ
る
と
、
５
０
０
億
と
も
、

１
、０
０
０
億
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
財
政
で
も
、
と
て
も
手
に
お
え
な
い
金

額
で
す
。
説
明
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
国
策

と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
国
で
こ
の
問
題

の
安
全
の
確
保
を
求
め
、
当
町
の
発
展
を

め
ざ
す
こ
と
が
大
事
で
す
。
今
回
の
“
行

政
報
告
会
”
の
題
目
は
、
す
べ
て
御
嵩
町

の
今
と
将
来
を
考
え
た
と
き
、
大
変
重
要

で
す
。
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
中

地
区
・
60
代
男
性
）

◎�

担
当
者
の
説
明
に
つ
い
て
、
文
章
を
読
む

だ
け
で
な
く
、
問
題
点
、
苦
労
し
た
こ
と
、

メ
リ
ッ
ト
な
ど
、
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て

く
れ
る
と
さ
ら
に
よ
い
報
告
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。（
伏
見
地
区
・
30
代
男
性
）

◎�

行
政
の
説
明
が
長
く
、
参
加
者
の
質
問
時

間
が
少
な
い
。（
伏
見
地
区
・
70
代
男
性
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係　

担
当
：
後ご

と
う藤
（
内
線 

２
２
２
３
）

【
参
加
者
の
状
況
】

★�

参
加
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
か
ら
の

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

◎�

名
鉄
広
見
線
に
つ
い
て
、
御
嶽
宿
さ
ん
さ

ん
広
場
や
御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館
な
ど
、
興

味
深
い
施
設
が
で
き
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
、

名
鉄
を
利
用
し
て
訪
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
ド
の
使
用
が
で
き

る
設
備
が
整
う
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
田

ん
ぼ
の
な
か
を
走
る
赤
い
電
車
の
姿
が
好

き
で
す
。
存
続
に
つ
な
が
る
こ
と
を
真
剣

に
考
え
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

駅
の
近
く
に
、
駐
車
場
を
も
っ
と
広
く
設

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
伏
見
地
区
・

50
代
女
性
）

◎�

御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
お
茶
や
菓
子
は
と
て
も
お
い
し
い
で

す
。
御
嵩
で
間
に
合
う
も
の
は
御
嵩
で

買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
上
之
郷
の
学

生
が
作
っ
た
お
茶
は
と
て
も
お
い
し
い
で

す
。
も
う
少
し
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
町

を
愛
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。（
中
地
区
・

70
代
女
性
）

◎�

上
之
郷
地
区
の
水
道
の
話
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
て
も
不
便
だ
と
い
う
よ
り
、

不
公
平
だ
と
思
い
ま
す
。
早
く
、
よ
い
方

向
に
対
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。（
伏

見
地
区
・
40
代
女
性
）

◎�

御
嵩
町
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、「
顔

戸
地
区
大
規
模
陥
没
」
は
、
大
変
大
き

な
問
題
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

★�

町
長
に
よ
る
「
町
民
と
語
る
会
」

を
時
間
の
許
す
限
り
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
町
長
に
直
接
、
聞
き
た

い
こ
と
や
話
し
て
ほ
し
い
こ
と
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
治
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■�

申
込
先
：
企
画
課
秘
書
広
報
係

　

担
当
：
可か

に児
（
内
線 

２
２
０
０
）

開
催
日

会 

場

参
加
者
数

 

10
月 

16
日
（
土
） 

御
嵩
町
役
場

47
名

19
日
（
火
） 

伏
見
公
民
館

61
名

20
日
（
水
） 

上
之
郷
公
民
館

53
名

21
日
（
木
） 

中
公
民
館

70
名

�



企画課秘書広報係（内線 2200）

　

町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典
を

お
こ
な
い
ま
し
た　

　

11
月
3
日
（
水
・
祝
）
に
役
場
で
、
昭

和
30
年
の
御
嵩
町
誕
生
か
ら
55
年
を
祝
し

て
、「
町
制
施
行
55
周
年
記
念
式
典
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
社
会
教
育
、
学
校
教
育
、

社
会
福
祉
な
ど
、
御
嵩
町
に
貢
献
さ
れ
た

6
団
体
と
20
名
の
み
な
さ
ん
が
、
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

� 

功
労
者
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
・順
不
同
）

功
労
名

氏 

名

功 

績

 

地
方
自
治
功
労

鈴す
ず
き木
元げ

ん
ぱ
ち八

 �

御
嵩
町
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
、
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献

植う
え
ま
つ松

康や
す
す
け祐

谷た
に
ぐ
ち口

鈴す
ず
お男

梅う
め
は
ら原　

勇
い
さ
む

佐さ
た
に谷

時と
き
し
げ繁

亀か
め
い井

千ち
と
せ歳

岡お
か
も
と本

隆た
か
こ子

 

社
会
福
祉
功
労

相あ
い
ば羽

敦あ
つ
こ子

 �

可
児
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
員
と
し
て
、
更
生
保
護

事
業
に
協
力
し
、
地
域
の
社
会
福
祉
に
貢
献

安あ
ん
ど
う藤

武た
け
こ子

細ほ
そ
の野

裕ひ
ろ
こ子

 �

御
嵩
町
主
任
児
童
委
員
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒

へ
の
地
域
福
祉
の
振
興
に
貢
献

 

学
芸
功
労

各か
か
む務
賢け

ん
し司

 �

御
嵩
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
な
ど
を
通
し
て
、
文
化
財

保
護
事
業
、
中
山
道
み
た
け
館
の
運
営
、
町
史
編
集
に
貢
献

中な
か
し
ま島

勝か
つ
く
に國

 �

中
山
道
み
た
け
館
運
営
委
員
会
委
員
、
御
嵩
町
町
史
編

集
委
員
と
し
て
、
町
の
文
化
振
興
に
貢
献

 

社
会
教
育
功
労

大お
お
ざ
わ澤
典の

り
こ子

 �

御
嵩
町
体
育
指
導
委
員
な
ど
を
通
し
て
、
町
の
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
発
展
に
貢
献

木き
む
ら村

幹み
き
お夫

平ひ
ら
い井
繁し

げ
ゆ
き幸

 

農
業
功
労

安あ
ん
ど
う藤
光み

つ
え江

 �

御
嵩
町
農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
会
長
と
し
て
、
農
家

の
生
活
改
善
の
向
上
と
発
展
に
貢
献

 
観
光
功
労

竹た
け
む
ら村
春は

る
お男

 �

御
嵩
町
観
光
協
会
の
活
動
を
通
し
て
、
町
の
観
光
事
業

の
振
興
発
展
に
貢
献

 
環
境
功
労

岡お
か
も
と本
秀ひ

で
の
り範

 �

環
境
基
本
条
例
等
検
討
委
員
会
委
員
、
環
境
審
議
会
会

長
と
し
て
、
町
の
環
境
行
政
の
推
進
に
貢
献

 

公
共
事
務
功
労

本ほ
ん
だ田
良よ

し
は
る治

 �

御
嵩
町
教
育
委
員
、
可
児
市
・
御
嵩
町
中
学
校
組
合
教

育
委
員
会
教
育
委
員
長
と
し
て
、
教
育
公
務
に
貢
献

 

交
通
安
全
功
労

齊さ
い
と
う藤
多た

が

こ
賀
子

 �

御
嵩
町
交
通
指
導
員
と
し
て
、
小
学
校
な
ど
の
交
通
安

全
教
室
に
積
極
的
に
参
画
し
、
交
通
安
全
活
動
に
貢
献

功
労
名
な
ど

団
体
名

功 

績
 

社
会
教
育
功
労 

が
ら
が
ら
ど
ん

 �

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
読
書
に
関
す
る
講
話
、
講

演
会
を
通
じ
、
親
子
読
書
の
普
及
活
動
に
貢
献

 

学
校
教
育
功
労 

う
ぐ
い
す
会

 �

上
之
郷
小
学
校
の
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ
活
動
を

通
じ
、
児
童
教
育
の
向
上
に
貢
献

 

舳へ
ご
や
ま

五
山
会

 �

上
之
郷
中
学
校
の
生
徒
へ
舳
五
山
茶
の
茶
摘
み
、

茶
揉
み
な
ど
、
お
茶
づ
く
り
を
通
じ
た
教
育
活
動

に
貢
献

 

感
謝
状

 

御
嵩
町

　
　

  

安
全
協
議
会  �

平
成
22
年
7
月
15
日
の
豪
雨
災
害
に
対
し
、
迅
速

な
応
急
復
旧
作
業
を
お
こ
な
い
、
町
道
、
河
川
、

農
業
用
施
設
な
ど
の
機
能
回
復
に
貢
献

 

株
式
会
社 

橋
本

 �

平
成
22
年
7
月
15
日
の
豪
雨
災
害
に
対
し
、
家
庭

廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
作
業
を
お
こ
な
い
、
被
災

住
民
の
日
常
生
活
の
早
期
回
復
に
貢
献

 

国
際
ソ
ロ
プ
チ

　
　

  

ミ
ス
ト
可
児  �

町
へ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
を
寄
贈
さ
れ
、
地
域

社
会
の
安
心
安
全
に
貢
献

▲ �渡辺町長から表彰を受ける
功労者のみなさん
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【平成 22 年度 町税などの納期一覧】

※�納期限は、それぞれ該当する月の月末（土曜・日曜日、
祝日の場合はその翌日）です。ただし、12 月の納期限
は 27 日となります。

◆
町
税
な
ど
の
納
期
限
の
確
認
を
…

　

今
年
度
の
町
税
な
ど
の
納
期
限
は
次
の

と
お
り
で
す
。
今
一
度
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
…

　

町
税
な
ど
を
納
期
限
ま
で
に
確
実
に
納

付
す
る
た
め
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

納
付
の
手
間
も
省
け
る
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
役
場
も
し
く
は
金

融
機
関
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
収
納
係

　

担
当
：
大お

お
く
ぼ

久
保
・
掛か

け
ふ布

（
内
線 

２
１
５
６
）

と
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況

を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
分
割
納
付
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

※�

納
税
・
納
付
な
ど
の
相
談
は
、
各
担
当

窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

町
で
は
、
納
付
者
の
み
な
さ
ん
が
よ
り

納
め
や
す
い
よ
う
に
、
夜
間
の
納
付
と
納

付
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
12
月
13
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

　

午
後
8
時
ま
で

●�

場
所
：
役
場　

各
課
担
当
窓
口

～ 町税などが未納となっている場合は、
　　　　　　　　　　早めに納めてください ～
～ 町税などが未納となっている場合は、
　　　　　　　　　　早めに納めてください ～

 

◎
水
道
使
用
料

 

◎
下
水
道
使
用
料

 

◎
下
水
道
受
益
者

負
担
金

 

◎
町
営
住
宅
家
賃

 

◎
保
育
料

 

◎
国
民
健
康保

険
税

 

◎
介
護
保
険
料

 

◎
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

 

◎
町
県
民
税

 

◎
固
定
資
産
税

 

◎
軽
自
動
車
税

税
な
ど
の
種
類

 

上
下
水
道
課

　
　
　

水
道
庶
務
係

　
　
　

下
水
道
係

 

総
務
課 

住
宅
係

 

福
祉
課 

児
童
福
祉
係

 

保
険
長
寿
課

　
　
　

国
保
年
金
係

　
　
　

介
護
保
険
係

 

税
務
課 

収
納
係

担
当
窓
口

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
等
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
と
定
め
、
収
納
率
向
上
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
町

職
員
が
重
点
的
に
滞
納
世
帯
を
訪
問
し
、

納
付
を
催さ

い
そ
く促

し
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
て

未
納
と
な
っ
て
い
る
町
税
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
役
場
で

早
め
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

町
税
や
使
用
料
な
ど
は
、
福
祉
や
教
育
・

道
路
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ

な
う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
重
要
な
役
割

を
担に

な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
滞
納
が
増

え
る
と
町
の
財
政
を
圧あ

っ
ぱ
く迫
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
で
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
町
税
な
ど
の
納
付
が
遅
れ
る
と
…

　

納
付
が
遅
れ
る
と
、
本
税
以
外
に
督と

く
そ
く促

手
数
料
や
延え

ん
た
い滞
金
を
含
め
た
納
付
が
必
要

と
な
り
、負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

き
ち
ん
と
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
納
付

者
と
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、
督
促
や

催さ
い
こ
く告

を
し
て
も
納
付
や
納
付
相
談
に
応
じ

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
不
動
産
や
預

貯
金
、
給
与
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
お
こ

な
い
、
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

◆
納
付
相
談
を
…

　

災
害
、
病
気
、
失
業
や
事
業
の
経
営
不

振
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的

に
町
税
な
ど
を
納
期
限
内
に
納
付
す
る
こ

12 月は、 町税 ・ 使用料などの

「滞納整理強化月間」 です！

税務課収納係（内線 2156）

12 月は、 町税 ・ 使用料などの

「滞納整理強化月間」 です！

12 月 1 月 2 月 3 月
 町県民税 4 期分
 固定資産税 3 期分 4 期分
 下水道受益者負担金 4 期分
 �町営住宅家賃、保育料、上下水道使用料、国民健康保険
税、介護保険料、後期高齢者医療保険料は毎月

�



◇
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
手
続
き
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
現

況
で
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◎
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

◎�

登
記
の
あ
る
家
屋
を
取
り
壊
し
、
減
失

登
記
を
し
て
い
な
い
と
き

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
町
の
家
屋
課
税
台
帳
か
ら
抹
消

さ
れ
ず
、
引
き
続
き
、
翌
年
度
以
降
も
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
持
ち
物
：
印
鑑

●
届
出
期
限
：
12
月
28
日
（
火
）

◇
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

町
内
で
事
業
を
営
み
、
償
却
資
産
が
あ

る
個
人
や
法
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

資
産
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
固

定
資
産
税
の
算
定
基
準
と
な
り
ま
す
。

★�

償
却
資
産
と
は 

… 

看
板
や
舗
装
な
ど
の

構
築
物
・
機
械
・
車
両
（
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い

る
も
の
は
除
く
）・
器
具
・
備
品
な
ど
、

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
を
い

い
ま
す
。

●�

申
告
期
間
：
平
成
23
年
1
月
4
日
（
火
）

～
20
日
（
木
）

★
次
の
手
続
き
が
対
象
と
な
り
ま
す

【
個
人
町
県
民
税
（
特
別
徴
収
）】

　

・
給
与
支
払
報
告
書
（
普
通
徴
収
分
も
提
出
可
）

　

・
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書

　

・
退
職
所
得
に
係
る
納
入
申
告
書

　

・
所
在
地
名
称
変
更
届
出
書 

な
ど

【
法
人
町
民
税
】

　

・
中
間
申
告
書
・
確
定
申
告
書

　

・
修
正
申
告
書
・
設
立
な
ど
の
異
動
届

　

な
ど

【
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）】

　

・
全
資
産
申
告
書

　

・
修
正
申
告
書

　

・
増
加
資
産
／
減
少
資
産
申
告
書 

な
ど

★
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

　

ご
利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
届
（
初
期

登
録
）が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、エ
ル
タ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
eltax.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：

【
申
告
内
容
に
つ
い
て
】

◎
法
人
・
個
人
町
民
税
は
…

　

�　

税
務
課
町
民
税
係　

担
当
：
林

は
や
し

　
　
（
内
線 

２
１
５
５
）

◎
固
定
資
産
税
・
償
却
資
産
申
告
は
…

　

�　

�

税
務
課
資
産
税
係　

担
当
：
丸ま

る
や
ま山

・

　
　

橋は
し
ぐ
ち口

（
内
線 

２
１
５
３
）

【
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
】

　

社
団
法
人 

地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

☎ 

０
５
７
０
‐
０
８
‐
１
４
５
９

　
　

※
全
国
一
律
、
市
内
通
話
料
金

税務課町民税係（内線 2155）・資産税係（内線 2153）

◇
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
が
利
用
で
き
ま
す

　

町
で
は
昨
年
か
ら
、
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に

よ
る
町
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
主
に
事
業
所
を
対
象
と

し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス
や
自

宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
申

告
や
申
請
、
届
出
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
い
る
複
数

の
地
方
公
共
団
体
へ
の
申
告
な
ど
を
一
度

に
お
こ
な
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�
税
に
関
す
る
作
品
に
つ
い
て

　

東
濃
西
部
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

毎
年
、
税
に
対
す
る
関
心
と
正
し
い
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
小
・
中
学

生
の
「
税
に
関
す
る
作
品
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
多
数
の
作
品
が
応
募

さ
れ
た
な
か
で
、
次
の
み
な
さ
ん
の
作
品

が
優
秀
作
品
と
し
て
入
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
習
字
の
部
】

★
御
嵩
町
長
賞

　

伊い
と
う藤

峻し
ゅ
ん
す
け

将
（
伏
見
小
4
年
生
）

★
御
嵩
町
教
育
長
賞

　

米よ
ね
ざ
わ澤
一か

ず
き輝
（
御
嵩
小
6
年
生
）

★
金
賞

　

伊い

さ

じ

左
治
夏な

つ
み実
（
御
嵩
小
4
年
生
）

★
銀
賞

　

伊い

さ

じ

左
治
春は

る
か香
（
御
嵩
小
6
年
生
）

★
銅
賞

　

伊い
と
う藤

篤あ
つ
や哉

（
伏
見
小
5
年
生
）

※
作
文
の
部
は
入
選
者
な
し
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
民
税
係

　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺

・
林

は
や
し

（
内
線 

２
１
５
５
）

※�エルタックスは、地方公共団体で組織する「社団法人 地
方税電子化協議会」が運営する、地方税ポータルシステ
ムの呼称です。岐阜県下全市町村で利用できます。

電子申告のイメージ 
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福祉課社会福祉係（内線 2120）・学校教育課学校教育係（内線 2311）

～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

～

～ 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

～

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
を
尊
重
し
、
確
保
す
る
た
め

に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
・
国
々
と

が
達
成
す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、

昭
和
23
年
12
月
10
日
の
第
3
回
国
際
連

合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
連
合
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
採

択
日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と

定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁よ

う
ご護
活

動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実

施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
12
月
4
日
～
10
日
ま
で
の
1
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
各
種
の
啓

発
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
社
会
生
活
に

お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
本

来
持
っ
て
い
る
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、

こ
の
権
利
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
幸
福
な
人
生
を

送
る
た
め
に
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を

主
張
す
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
人
権
週
間
中
に
「
人
権
悩

み
ご
と
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

★
12
月
4
日
～
10
日
は
「
第
62
回 

人
権
週
間
」
で
す

★ 

人
権
悩
み
ご
と
相
談
所 

★

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
12
月
10
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�
場
所
：
役
場
北
庁
舎
2
階　

　

第
2
研
修
室
・
第
3
研
修
室

氏 名 住 所 電話番号

安
あんどう

藤 靖
やすひこ

彦  美佐野 2934 67-2008

須
す だ

田 正
ま さ こ

子  御嵩 1139-2 67-0033

伊
い さ じ

左治 彪
たけし

 中 968-9 67-2659

生
い こ ま

駒はつよ  顔戸 432 67-3031

池
いけした

下みね子
こ

 比衣 560-206 67-3529

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

担
当
：
佐さ

と
う藤

（
内
線 

２
１
２
０)

「み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀
」　　
　

＜人権擁護委員（敬称略・順不同）＞

区 分 変更前 変更後 変更の結果 備 考

1 学期
始業日 4 月 7 日 4 月 7 日 変更なし

終業日 7 月 20 日 7 月 20 日 変更なし

2 学期
始業日 9 月 1 日 8 月 29 日 3 日早くなる 夏休みを 3 日短縮
終業日 12 月 26 日 12 月 26 日 変更なし

3 学期
始業日 1 月 7 日 1 月 7 日 変更なし

終業日 3 月 26 日 3 月 26 日 変更なし

　～ 平成 23 年度から、

公立小中学校の夏休みを 3 日間短縮します ～　

　町教育委員会は、新しい学習指導要領の実施に伴い、年間で 30 時間程度の授業時間を確保することが望
ましいと判断し、夏休みを 3 日間短縮します。

●実施期日：平成 23 年 4 月 1 日から
●対象：御嵩町内の公立小中学校（可茂地区の公立小中学校も同じです）
※始業日、終業日が、土曜・日曜日、祝日にあたる場合は変更します。

■問い合わせ：学校教育課学校教育係　担当：二
ふたむら

村（内線 2311)

�



●

●

御
嵩
町
井
尻

可
児
市
中
恵
土

至　

美
濃
加
茂
市 御嵩町役場

可児御嵩 IC

至　美濃関 JCT

可児御嵩バイパス

N

●

● ●●

�本郷横断地下道

建設課管理係（内線 2167）

　
「
ほ
っ
と
み
た
け
」
11
月
号
で
、
国
道
21

号
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
を
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
バ
イ
パ
ス
と

町
道
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
横
断
地
下
道

が
4
か
所
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
横
断

地
下
道
を
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
本
郷
横
断
地
下
道

（
写
真
1
参
照
）

　
　

～ 

上
恵
土
本
郷
地
内 

～

　

車
両
お
よ
び
歩
行
者
の
通
行
が
可
能
で

す
。

【
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
】

　

横
断
地
下
道
の
冠か

ん
す
い水

状
況
を
通
行
車
両

や
歩
行
者
に
知
ら
せ
る
電
光
表
示
板
、
雨

水
を
自
動
で
排
水
す
る
ポ
ン
プ
、
歩
行
者

専
用
通
路
お
よ
び
防
犯
ブ
ザ
ー
と
連
動
の

赤
色
回
転
灯
、
照
明
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
木
下
横
断
地
下
道

（
写
真
2
参
照
）

～ 

御
嵩
木
の
下
地
内 

～

　

歩
行
者
専
用
地
下
道
（
自
転
車
は
通
行

可
）
で
す
。

【
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
】

　

横
断
地
下
道
へ
流
入
し
た
雨
水
を
自
動

で
排
水
す
る
ポ
ン
プ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
、
照

明
灯
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
城
町
横
断
地
下
道

（
写
真
3
参
照
）

～ 

御
嵩
城
町
地
内 

～

　

車
両
お
よ
び
歩
行
者
（
歩
道
未
設
置
）

の
通
行
が
可
能
で
す
。

【
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
】

　

横
断
地
下
道
へ
流
入
し
た
雨
水
を
自
動

で
排
水
す
る
ポ
ン
プ
、
防
犯
ブ
ザ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
長
岡
横
断
地
下
道

（
写
真
4
参
照
）

～ 

御
嵩
長
岡
地
内 

～

　

車
両
お
よ
び
歩
行
者
（
歩
道
未
設
置
）

の
通
行
が
可
能
で
す
。

【
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
】

　

横
断
地
下
道
へ
流
入
し
た
雨
水
を
自
動
で

排
水
す
る
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

★�

横
断
地
下
道
は
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

冠
水
防
止
対
策
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

降
雨
時
の
通
行
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
横

断
地
下
道
の
通
行
は
、
歩
行
者
に
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
：
建
設
課
管
理
係

　

担
当
：
鍵か

ぎ
や谷

（
内
線 

２
１
６
７
）

― 可児御嵩バイパス横断地下道設置箇所 ―

国
道
21
号
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス

　
国
道
21
号
可
児
御
嵩
バ
イ
パ
ス

　

横
断
地
下
道

（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
の
通
行
に
つ
い
て

写真 1（本郷）

写真 2（木の下） 写真 3（城町） 写真 4（長岡）

�
長
岡
横
断
地
下
道

至　

土
岐
市

�
木
下
横
断
地
下
道

�
城
町
横
断
地
下
道

東
海
環
状
自
動
車
道

至　土岐 JCT
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住民環境課環境整備係（内線 2125）・住民係（内線 2105）

し尿くみ取り

年末年始の業務案内

可茂聖苑 （火葬場）

運
営
日
程

年
末 12 月 31 日（金）まで

※ �1 月 1 日（土）・2 日（日）は、
火葬業務をお休みします。
年
始 1 月 3 日（月）から

申
し
込
み

　火葬の申し込みは、死亡届の届
出前に可茂聖苑（☎ 26-2622）
へ申し込みください。
●�申し込み時間：
　午前 8 時 30 分～午後 5 時
※ �1 月 1 日（土）・2 日（日）も

火葬申し込みは可。
※�時間外については、火葬の申し

込みができませんので、ご了承
ください。

※必ず、午前 8 時までに出してください。それ以降に出された場合は収集できません。
※�町で収集できないものは町の許可業者が取扱いをしますが、有料となります。詳しくは、直接、

許可業者までお問い合わせください。　　■問い合わせ：㈱橋本　☎ 62-3310

燃えるごみ収集

日 程 収集地区

12 月 28 日（火）   上之郷・御嵩地区 最終収集日　

12 月 29 日（水）   伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉以外）地区 最終収集日　

12 月 30 日（木）   中・伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉）地区 最終収集日　

※ 12 月 31 日（金）～ 1 月 3 日（月）までの 4 日間は、収集作業を休止します。

1 月 4 日（火）   上之郷・御嵩地区 収集開始日　

1 月 5 日（水）   伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉以外）地区 収集開始日　

1 月 6 日（木）   中・伏見（里・洞・青木・稲荷台・高倉）地区 収集開始日　

申し込み最終日 12 月 10 日（金）まで 　（ただし、計画収集を
　　　　 実施している場合は除く）申し込み開始日 1 月 4 日（火）から

申し込み
 ㈲御嵩衛生社　☎ 67-5576
　●申し込み時間：午前 8 時～午後 5 時
　●年末年始の休み：12 月 29 日（水）～ 1 月 3 日（月）

役場窓口

運
営
日
程

年
末 12 月 28 日（火）まで

※ �12 月 29 日（水）～ 1 月 3 日（月）までの 6
日間は、役場は閉庁となります。

　死亡届は、担当職員の呼び出しに 40 分～ 1 時
間かかりますので、来庁される前にあらかじめ電
話連絡をしてください（ふだんの休業日も同様）。
年
始 1 月 4 日（火）から

申
し
込
み

　閉庁期間中の諸証明書（住民票、営業証明書、
車検用軽自動車税納税証明書）については、予約
発行ができますので、ご利用ください。
　住民票については、住民環境課住民係（内線 
2105）へ、その他の証明書は税務課町民税係（内
線 2155）へ、12 月 28 日（火）午前中までに
申し込みください。

10



福祉課児童福祉係（内線 2113）

◆この「公共工事入札結果」は、予定価格が 500 万円以上の入札物件について公表しています。
◆�入札結果などの詳細は、総務課契約管財係で閲覧できます。また、ホームページ「入札情報」のコーナーで

も公開中です。
■問い合わせ：総務課契約管財係　担当：井

い ど

戸（内線 2214）

公共工事入札結果（平成 22 年 10 月分）

№ 工事名／場所／期間 予定価格（円）落札価格（円） 落札業者 入札参加数 担当課

1
 �伏見地区面整備（第 16 工区）移設工事／　
伏見地内 8,700,000 8,242,500 ㈲新井組 8 社 上下水道課
 平成 22 年 10 月 8 日～平成 23 年 3 月 11 日

2
 �22 年災 町道上之郷 20 号線復旧工事／上之郷
地内 5,830,000 5,533,500 ㈱平和興業 8 社 建設課
 平成 22 年 10 月 25 日～平成 23 年 1 月 21 日

御嵩町の玄関口 「御嵩駅」
～ 中山道みたけ館特別展「みたけの鉄道 90 年史」から ～御嵩町の文化財

中山道みたけ館（☎ 67-7500）・総務課契約管財係（内線 2214）

　今からちょうど 90 年前の大正 9 年、東濃鉄道が広見駅
から御嵩駅まで延びて、現在の御嵩町地域に鉄道が開通し
ました。
　左の写真は、開業当時の御嵩駅です。小さな蒸気機関車
や奥に写っている茅

か や ぶ

葺きの民家が往時を偲
しの

ばせてくれます。
ところでこのとき、御嵩駅と呼ばれていたのは、現在の御
嵩口駅であることをご存知でしょうか？
　昭和 27 年 4 月 1 日、現在の御嵩駅～御嵩口駅（旧御嵩駅）
間 700m が開通し、それに伴い、現在の御嵩駅も開業しま
した。東濃鉄道時代に開設された旧御嵩駅は、御嵩町の中
心街からやや離れた位置にあり不便でしたが、この路線延

長により利便性が向上しました。また、路線延長と同時に、旧御嵩駅は御嵩口駅に改称されました。
　以来、現在に至るまで、御嵩駅は町の玄関口として親しまれて
きました。昨年には、御嶽宿の雰囲気に合わせ、駅舎の修理や塗
り替えが実施されています。これからも、名鉄広見線とともに、

かわいらしい三角屋
根の駅舎がいつまで
も残ってほしいもの
です。

■�問い合わせ：中山道みたけ館
　担当：学芸員　大

おおわき

脇
　☎ 67-7500

▲ �東濃鉄道の発車風景

▲ �昭和 40 年当時の御嵩駅

◆ 中山道みたけ館特別展 「みたけの鉄道 90 年史」 ◆

　　　　　期間 :12 月 12 日 （日） まで

　　　　　　場所 : 中山道みたけ館 2 階 特別展示室

▲ �現在の御嵩駅

11 ほっと みたけ　2010. 12



～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

⑧ 

～

教
育
の
窓
か
ら

　

7
月
15
日
（
木
）
と
10
月
13
日
（
水
）

の
2
日
間
、
共
和
中
学
校
3
年
生
の
生
徒

さ
ん
と
伏
見
地
区
・
中
地
区
の
乳
幼
児
学

級
の
親
子
が
一
緒
に
、
エ
リ
ッ
ク
先
生
の

英
語
講
座
を
体
験
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
、
ふ
れ
あ
い
授
業
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿

を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
級
生
は
、
幼
い
我
が
子
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
努
力
し
て
く
れ

て
い
る
生
徒
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
、「
青
少

年
に
関
す
る
暗
い
事
件
ば
か
り
を
聞
く
な

か
で
、
私
の
住
む
御
嵩
町
の
中
学
生
は
素

直
で
や
さ
し
く
、
い
い
子
ば
か
り
だ
と
わ

か
っ
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」「
近
所
で

会
っ
た
ら
、
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」「
思
っ

て
い
た
よ
り
中
学
生
は
ピ
ュ
ア
で
、
真
剣

に
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
」「
中
学
生
は
い
き
い
き
し
て
い
て

ま
ぶ
し
か
っ
た
。
一
生
懸
命
、
子
ど
も
に

声
を
か
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
と
乳
幼
児
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
は

お
互
い
に
と
て
も
よ
い
機
会
で
、
今
後
も

大
切
に
し
た
い
時
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
須す

だ田
（昌）
（
内
線
２
２
６
７
）

学
校
教
育
編　

〜 

上
之
郷
中
学
校 

〜

　
　

舳へ
ご
や
ま

五
山
茶
園
活
動

　
　

命
の
ふ
れ
あ
い
授
業 

～ 

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に 

～

生
涯
学
習
編　
　

〜 

生
涯
学
習
係 

〜

▲ ���生徒たちがお茶の葉を
1 枚 1 枚摘んでいます

生涯学習課生涯学習係（内線 2267）・学校教育課学校教育係（内線 2310）

　

本
校
に
は
、
舳
五
山
茶
園
と
い
う
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
広
大
な
茶
園
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
31
年
に
上
之
郷
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
生
徒
・

地
域
住
民
が
舳
五
山
の
開か

い
こ
ん墾

作
業
を
お
こ
な

い
、
そ
の
後
、
茶
園
を
作
り
、
お
茶
の
栽
培

を
は
じ
め
、
お
よ
そ
半
世
紀
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
5
月
末
に
は
、
地
域
の
方
々
を
講
師

と
し
て
、
お
茶
摘つ

み
や
伝
統
的
な
手
揉も

み
に

よ
る
製
茶
体
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
た
ち
で
製
茶
し
た
お
茶
で
講
師
の
方
々

と
茶
話
会
を
開
き
ま
す
。
講
師
の
方
々
に
準

備
し
て
い
た
だ
い
た
自
家
製
の
漬
け
物
を
い

た
だ
き
な
が
ら
飲
む
新
茶
の
味
は
格
別
で
、

話
も
弾
み
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
度
か
ら
、
加
茂
農
林
高
等
学
校

の
生
徒
と
、
舳
五
山
茶
を
材
料
と
し
た
茶
う

ど
ん
・
茶
入
り
パ
ン
づ
く
り
を
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
を
会
場
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
生
徒
が
高
校
生
か
ら
作
り
方
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
一
緒
に
実
習
を
お
こ
な
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
進
路
学
習
、
中
高
連
携
、

食
育
推
進
に
つ
な
が
る
新
し
い
取
り
組
み
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

舳
五
山
茶
は
、
生
徒
た
ち
の
手
に
よ
る
袋

詰
め
作
業
も
お
こ
な
わ
れ
、
商
品
と
し
て
の

販
売
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
完
全
無
農
薬

で
、
特
撰
茶
・
一
番
茶
・
か
り
が
ね
茶
・
粉

茶
の
4
種
類
が
あ
り
、
上
之
郷
地
区
だ
け
で

な
く
、町
内
、可
茂
地
区
、そ
し
て
、東
京
な
ど
、

県
外
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
幅
広
く
購
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
温
か
い
お

茶
が
恋
し
く
な
る
季
節
。
ま
だ
飲
ん
で
み
え

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
販
売
で
得
た
収
益
金
は
、
学
校
の
施

設
の
充
実
や
環
境
整
備
に
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
に
、
式
典
時
の
国
旗
・
町
旗
・

校
旗
な
ど
の
新
調
、
体
育
大
会
時
の
入
退
場

門
の
製
作
、
扇
風
機
の
設
置
な
ど
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

こ
の
舳
五
山
茶
園
活
動
は
、
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
可
児
で
4
日

間
に
わ
た
っ
て
放
映
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
本
校
の
特
色
あ
る
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
も
得
て
い
ま
す
。 ▶ ���おいしい茶うどんがで

きました！

◀ ���8 月に帰国した外国語指導助
手（ALT）のエリック先生の

「英語で遊ぼう」では、楽し
く英語とふれあえました

▶ ���魚つりゲーム。「何がつれる
かな？」
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主任ケアマネジャー

地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2116)

地域包括支援

センター
（高齢者なんでも相談窓口）

　地域のみなさんが、日常生活や仕事のなかで、このような
「ちょっと気がかり」なことに気づいたときは、

御嵩町地域包括支援センター「ホーカツ」へご連絡ください。

　地域包括支援センターとは、地域で暮らす高齢者のみなさん
を介護、福祉、保健、医療など、さまざまな面から総合的に支
えるために設置され、主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉
士などがそれぞれの専門性を生かし、連携をとりながら、高齢
者のみなさんを支えます。
　みなさんの「なんか変だな？」が、問題の早期発見、
迅速な支援につながります！

●相談時間：平日　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分まで
　※急を要する場合などは、上記時間以外でもご連絡ください。

　御嵩町地域包括支援センター「ホーカツ」（保険長寿課高齢福祉係内）

担当：川
かわかみ

上・神
か ん だ

田・安
あんどう

藤

☎ 0574-67-2111（内線 2116)

　　具合が悪い？倒れているかも…

　・新聞や郵便物がたまっている
　・昼間でも雨戸が閉まったままになっている
　・暗くなっても電気がつかない
　・ここ数日、姿を見かけない

　　介護で困っているかも…

　・最近、どなり声が聞こえる
　・転んだりしていないのに、あざや傷が多い

　　認知症かも…

　・不自然な服装で歩いている
　・自宅への帰り道がわからない
　・毎日、同じものばかり買っている
　

　　悪徳商法かも…

　・�普段、見かけない人がよく出入りして
いる

　　高齢者なんでも相談窓口

 地 域包括支援センター

へご連絡ください

通称：
「ホーカツ」

社会福祉士保健師
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★ らいと h
は う す

ouse ★
●代表者：宇

う の

野真
ま み こ

美子　　　●会員数：28 名
●問い合わせ／申込先：☎ 42-6588 御嵩 760-1
●�会員年会費：1,000 円
　※�毎回、参加費が必要です。会員にならなくて

も、随時参加できます。
●�ホームページアドレス：http://www006.

upp.so-net.ne.jp/house-light/
　※変更しました。
●�活動テーマ：おとなの女性の生涯学習

地域づくりグループの

ご紹介 

地域づくりグループの

ご紹介 ④

　40 代～ 70 代が主のおとなの女性の集う場、学
ぶ場、語らう場です。「手芸」や「折り紙」など
の室内での活動だけでなく、「タケノコ掘り」「茶
摘
つ

み」「散策」「着物」などで外に出ていく活動も
しています。活動が町おこしにつながることも視
野に入れ、計画しています。あなたも一緒に、楽
しい毎日を創っていきませんか。

◇◆◇ 12 月のイベント ◇◆◇

◎ 14 日（火）　午前 10 時～正午
　　「折り紙アート」
　　☆お正月に飾れるカードを作ります。
◎ 15 日（水）　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
　　「あったか布

ぬ の ぞ う り

草履」
　　☆�あたたかくてかわいい、本格的な布草履を

作ります。
◎ 17 日（金）　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
　　「おとなの女性のクリスマスパーティー」
　　☆�午後のティータイムをみんなで楽しみま

しょう。

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：亀

かめやま

山（内線 2235）

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2235）・企画課企画調整係（内線 2224）

自分らしさを
実現できる町

あなたの男女共同参画度はどのくらい？

　みなさんは、「男は仕事、女は家庭」といった考え方をもっていたり、家事や育児を女性に任せきりにし
ていませんか。「男女共同参画社会」とは、私たち一人ひとりが個性と能力を発揮して、ともに責任と喜び
を分かち合える社会のことです。お互いに尊重し合い、「自分らしさを実現できる町 みたけ」を築きましょう。
★�あなたの男女共同参画度をチェックしてみましょう。あなたの考えとあてはまる記号を（　）に記入して

ください。（○＝そう思う、×＝そうは思わない、△＝どちらともいえない）
①男性（父、夫、息子など）は、家事や育児をする必要はないと思う。
②老親の介護は、妻または娘がやるものだと思う。
③女性（妻、母など）が家事、育児に追われ、自由な時間がとれなくなるのは、仕方がないと思う。
④女性（妻、母など）が外出するときは、家族の食事の準備をしてから出かけるべきだと思う。
⑤家庭内の重要な事項を決断するのは、男性（父、夫など）の役目だと思う。
⑥結婚相手としては、女性よりも男性のほうが高学歴・高収入のほうがよいと思う。
⑦夫が妻に、殴

なぐ

る、蹴
け

るといった身体的暴力を振るうことも、ときには必要だ。
⑧夫（妻）が妻（夫）の話を無視し続けたり、侮

ぶじょく

辱的・差別的発言をすることは、暴力ではない。
⑨自治会などの地域の行事に参加するのは、女性（妻、母など）のほうがよい。
⑩地域の集まりで、男性が会のまとめ役、女性がお茶出しや後片づけなどをすることは、特におかしいことではない。
※記入し終わったら、○→ 0 点、△→ 1 点、×→ 2 点で採点してください。　合計（　　　）点
15 点～ 20 点：男女共同参画のプロ！いうことなし！　　6 点～ 14 点：もうちょっと柔軟な考えを持とう！

0 点～ 5 点：固定観念が強いです！いろいろな意見を受け入れよう！

御 嵩 町 男 女 共 同 参 画 懇 話 会

（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
（　）
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　みなさんからの貴重なご意見ありがとうございます。ご意見はすべて目を通させていただいています。
官製はがきや手紙、ファックス、Ｅメールでも結構です。若い人からのご意見・ご提案も待っています。
　なお、お便りには、住所・氏名などのご記入をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　（町長）

　

最近の御嵩町の取り組みについて

　お年寄りの施設や集まる場所を駅周辺につくってみえますが、「少子化、少子化」と騒
さわ

ぐ
なら、子ども向けの公園や親子で楽しめるアウトドア的な場所をつくったらどうですか！
セレモニーホールだ、農協だとか、たくさんあっても仕方のないものばかりに力を入れ過
ぎではありませんか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（御嵩地区・女性）

　〜�現時点では新しく野外公園などをつくる計画はありませんが、
ぽっぽかん・児童館・Ｂ＆Ｇ海洋センター・児童公園などをご利用ください〜　

　御嵩町では、少子化対策として、さまざまな施策に取り組んでいます。子どもを安心し
て産み育てるまちづくりのため、近隣市町村に先んじて、中学校 3 年生までを対象に子ど
もの通院・入院医療費を無料化しています。また、母子保健対策として、妊婦健康診査を 9
回から 14 回に回数を増やしたり、特定不妊治療費助成金を平成 21 年度から新規に実施す
るなどしています。さらに、教育の環境整備対策として、平成 22 年から、御嵩小学校 1 年
生については 30 人未満学級を編

へんせい

制しており、きめ細かな教育の実施に努めています。
　福祉課における児童福祉対策としては、平成 20 年に顔戸地内で「子育て支援センター 
ぽっぽかん」がオープンし、子育て相談、親子での遊び教室など、さまざまな行事をおこ
なっています。「ぽっぽかん」園庭には、すべり台などの遊具が設置してあり、親子で遊ぶ
ことができます。ほかにも、中児童館・伏見児童館、さらには B ＆ G 海洋センターの東側
に野外公園があり、大型のローラーすべり台やジャングルジムなどで遊んでいただけるよ
うになっています。また、各自治会が管理する児童公園が町内に 30 か所ほどありますので、
お近くの児童公園をご利用ください。
　町では、みなさんが四季折々の里山の自然に触れることができる「みたけの森」という
自然公園を整備しています。みたけの森は、健康増進も含め、公園内を散策できるハイキ
ングコースや芝生広場、水車小屋を設けた水辺の環境創出など、自然と人とのふれあいを
楽しんでいただける空間となっています。お子さんと一緒にお弁当を持ってお出かけいた
だくには、絶好の場だと思います。
　現時点では新しく野外公園などをつくる計画はありませんが、現状の施設にある遊具の
保守点検などを定期的におこない、安心して親子で遊んでいただける施設としてご活用い
ただけるよう今後も維持していきますので、ご理解をお願いします。
　最後に、セレモニーホール、農協についてのご指摘がありましたが、いずれも民間が建
設したものであり、町が建設したものではない旨、申し添えます。

（回答：福祉課児童福祉係）

住民環境課ふれあい係（内線 2103)

あなたの声を町政に
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まま ちち のの
話話 題題

★国道 21 号 可児御嵩バイパスが全線開通！
　可児御嵩バイパスが全線開通し、バイパス内
で開通式がおこなわれました。式典には、国会
議員や県議会議員、地元自治会の代表者などが
参加し、来

らいひん

賓によるテープカットやくす玉を割っ
て、開通を祝いました。式典後には、自動車に
よるパレードもおこなわれました。
　今回、井尻～古屋敷間（第 3 工区）が完成し、
これで井尻～可児市中恵土までの全 8 ㎞が開通
しました。
　また、開通式の前には、可児川に架

か

かる木下
大橋で、三世代夫婦による「渡り初め」もおこ
なわれました。（10 月 30 日）

★東濃実業高校が“特別賞”受賞！
　茨城県でおこなわれた「第 20 回 全国産業教育
フェア 茨城大会」に出品された東濃実業高等学校 
食文化類型の生徒さんたちが、見事、特別賞を受賞
されました。
　東濃実業高校は、8 月に御嶽宿わいわい館で山芋
を材料とするお菓子「やまいもん」でおもてなしを
してくれました。今回も山芋を材料とする「長いも
f
フィッシュ

ish」など、かわいい猫に見立てた「猫プレート」で、
日ごろの成果を発表されました。
　今後も、御嵩町の名物になるようなものを考えて
いただきたいと思います。（10 月 16 日・17 日）

▲ ��出品された「猫プレート」かわいくて、
おいしそうですね！

★みたけの魅力、再発見！御嵩町産業祭！！
　御嵩小学校で、御嵩町商工会（谷

たにぐち

口鈴
す ず お

男会長）主
催の「御嵩町産業祭 2010」がおこなわれました。
　町内の企業や学校などによる企業展や文化展、可
茂地区の市町村や町内事業所による特産品の販売
や飲食コーナー、こども尺

しゃくはち

八や吹奏楽などのステー
ジ発表、もち投げなど、盛りだくさんのイベントで
にぎわいました。
　参加者のみなさんは、地元産の安くて新鮮な野菜
や名物のお菓子などを購入したり、できたてのおい
しい食べ物を食べたりして、みたけや周辺市町村の
新たな魅力を再発見する機会になったのではない
でしょうか。（10 月 23 日・24 日）
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タイルで壁
へ き が

画作り

　みたけ幼稚園の北側にある壁面が、子ども
たちの手でカラフルなモザイク画に変身しま
した。都道府県の花が描いてある大きなタイ
ルをたくさんいただき、それを使って、何か
素敵に幼稚園を変身できないものかと考え、
今回のモザイク画に挑戦することになりまし
た。

　いろいろな形に砕
くだ

いてあるタイルを 1 枚 1 枚下絵に合うように探し、接
着剤をつけて作り上げていく子どもたち。「ここは赤いタイルがいいよ！」

「ここはもう少し小さいタイルがいいよね！」と、小さな芸術家たちは創
造性をめぐらせていました。そして、コンクリートだった壁がみるみるう
ちに素敵なアートになっていきました。職場体験に来ていた向陽中学校の
お兄さん・お姉さんとも一緒にやることができ、みんなで作ったモザイク
アートのでき上がりです。
　みなさんも一度、見に来てください。

▲ �このタイルはここかな…。パズルみた
いで楽しかったよ！！

み た け

幼 稚 園

▲ �ぼくたち、わたしたちは、チューリップ
をつくったよ！

★全国障害者スポーツ大会で“金メダル”獲得！
　千葉県でおこなわれた「第 10 回 全国障害者ス
ポーツ大会 ゆめ半島千葉大会」にフライングディ
スク（フリスビー）で出場した若

わ か お

尾麻
あ さ み

美さん（板
良町）が、見事、優勝されました。前回の大会に
続き 2 個目の金メダル獲得です。
　若尾さんは、障がい者通所授産施設 あゆみ館へ
通所してみえましたが、今年 6 月から研修を受け、
㈱魚国総本社の調理員として御嵩町学校給食セン
ターで働いています。
　また、若尾さんは、平成 24 年開催の「第 12 回 
全国障害者スポーツ大会 ぎふ清流大会」の育成強
化選手に指定されています。（10 月 24 日）

★私たちが育てた菊を見てください！
　御嵩小学校 5 年生の代表 8 名が、総合的な
学習の一環で育てた菊を役場の玄関に飾って
くれました。総合的な学習では、「環境への
アクション」をテーマに、ぼかし作りや環境
調査などもおこなっています。
　児童たちは、5 月から菊作りをはじめ、11
月に見事な花を咲かせました。「きれいに咲
いた菊をみなさんにも見てもらいたい」「心
をこめて育てた菊を見て、和

なご

んでもらいたい」
といった願いや、根気よく育てることができ
たことへの満足感が感じられました。
　5 年生のみなさん、どうもありがとうござ
いました。（11 月 9 日）
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12 月の相談日

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課（内線 2122・2120）

 障がい者相談
 12 月 3 日（金）
 1 月 7 日（金）  午後 1 時〜午後 4 時 中公民館  

 人権相談  12 月 10 日（金） 午後 1 時〜午後 4 時  役場北庁舎 2 階
会議室

　住民環境課（内線 2103）

 消費者相談  12 月 15 日（水） 午後 1 時 30 分〜
午後 4 時

役場北庁舎 2 階
第 3 研修室  予約制（1 人 30 分）

 行政相談  12 月 21 日（火） 午前 9 時 30 分〜正午 役場北庁舎 2 階
第 3 研修室

 法律相談  12 月 24 日（金） 午後 3 時〜午後 5 時
 午後 6 時〜午後 7 時

役場北庁舎 2 階
会議室

 ○�午後 4 時までに受付をし
てください

 ○�午後 6 時以降の部は、前
日までに予約が必要

　オアシス教室（☎ 67-7380）

 教育相談

 （不登校・いじめなど）

毎週月曜〜金曜日
（祝日を除く）  午前 10 時〜午後 3 時 オアシス教室

（中公民館内）

 臨床心理士による

　　　　 カウンセリング 

毎週水曜日
（祝日を除く）  午前 9 時〜午後 5 時 中公民館 2 階

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

情報ガイド情報ガイド

◆
多
重
債
務
１
１
０
番

　

県
で
は
、
偶
数
月
に
、
無
料
相
談
会
「
多

重
債
務
１
１
０
番
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

●�

日
時
：
12
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
員
：
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費

生
活
相
談
員

●
相
談
方
法
：

　

①�

面
接 

…
20
分
予
約
制（
12
月
1
日（
水
）

～
当
日
ま
で
受
付
、
先
着
23
名
）

　
　

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
岐
阜
市
薮
田
南
５
‐
14
‐
53
）

　

②�

電
話 

…
当
日
、
時
間
内
に
直
接
、
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
相
談
先
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
12
月
27
日

（
月
）
で
す
。

○
固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　
　

  

3
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

  

9
期
分

○
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

  

12
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

  

6
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料　
　
　
　
　

  

11
月
分

　
　
　
（
口
座
振
替
日　

27
日
）

○
保
育
料　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

12
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃　
　
　
　
　
　

  

12
月
分

※ �1 月上旬の相談日も掲載しています。

ひとりで悩まないで！まずはお電話ください

　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固
く守られます。

岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口　「電話相談」 専用ダイヤル ： 058-278-0858

　●�相談日：日曜～木曜日（金曜・土曜日、祝日、年末年始は除く）
　●�時間：午前 9 時～正午／午後 1 時～午後 4 時

※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。
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　不燃ごみ（金物類・ガラス類）、
粗大ごみ（可燃・不燃）の収集日
をお知らせします。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷 12月16日（木）
1月13日（木）

御　嵩 12月15日（水）
1月12日（水）

中 12月17日（金）
1月14日（金）

伏　見 12月14日（火）
1月11日（火）

　分別収集日をお知らせします。
※�収集時間については、朝方の約１時間

程度です（例：午前７時～午前８時）。
各自治会・アパートによって収集時間
が違いますので、それぞれの役員また
は分別指導員にお尋ねください。

収集地区 分別収集日

上之郷 12月 5日（日）
1月 9日（日）

御　嵩 12月12日（日）
1月16日（日）

中 12月19日（日）
1月23日（日）

伏　見 12月26日（日）
1月30日（日）

リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
12 月の開催日： 5 日（日）
1 月の開催日： 9 日（日）

時間：午前 9 時～午前 11 時
場所：役場駐車場

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日

（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9 時～午後 5 時
場所：あゆみ館（新木野）

◎�

12
月
31
日
（
金
）
：
た
だ
こ
し
歯
科

　

御
嵩
町
古
屋
敷　

☎ 

６
８
‐
１
１
８
０

◎�

1
月
1
日
（
土
）
：
田
中
歯
科

　

可
児
市
桜
ヶ
丘　

☎ 

６
４
‐
０
６
６
６

◎�

1
月
2
日
（
日
）
：
岡
野
歯
科
医
院

　

御
嵩
町
井
尻　
　

☎ 

６
７
‐
５
０
０
６

◎�

1
月
3
日
（
月
）
：
う
か
い
歯
科

　

可
児
市
菅
刈　
　

☎ 

６
６
‐
０
３
７
８

◎�

1
月
10
日
（
月
）
：
や
ま
む
ら
歯
科

　

可
児
市
東
帷
子　

☎ 

６
９
‐
０
７
５
２

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
12
月
・
1
月
の
祝
日
、
年

末
年
始
に
診
療
可
能
な
歯
科
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎�

12
月
23
日
（
木
）
：
可
知
歯
科
医
院

　

御
嵩
町
御
嵩　
　

☎ 

６
７
‐
０
０
３
６

◎�

12
月
29
日
（
水
）
：
小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

可
児
市
菅
刈　
　

☎ 

６
５
‐
０
５
５
０

◎�

12
月
30
日
（
木
）
：
福
田
歯
科
医
院

　

可
児
市
土
田　
　

☎ 
２
５
‐
７
２
３
６

お
知
ら
せ

◆�

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
・
「
Ｅえ

こ

-

Ｃ
Ｏ
バ
ス
」

年
末
年
始
の
運
休
日
の
お
知
ら
せ

【
ふ
れ
あ
い
バ
ス
】

●�

運
休
日
：
12
月
30
日
（
木
）
～

平
成
23
年
1
月
3
日
（
月
）

【
Ｅえ

こ

-

Ｃ
Ｏ
バ
ス
】

●�

運
休
日
：
12
月
29
日
（
水
）
～

平
成
23
年
1
月
5
日
（
水
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係　

担
当
：
渡わ

た
な
べ辺

　
（
内
線 

２
２
２
４
）

◆

「工
業
統
計
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
目
的
を
持
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線 

２
１
９
３
）

◆
献
血

　

献
血
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
日
程
：
12
月
15
日
（
水
）

�

場
所
：
バ
ロ
ー
御
嵩
店
（
午
前
10
時
～
午

前
11
時
30
分
）
／
御
嵩
町
役
場 

食
堂
（
午

後
2
時
30
分
～
午
後
4
時
）

●
日
程
：
12
月
21
日
（
火
）

�

場
所
：
ラ
ス
パ
御
嵩
店
（
午
前
10
時
～
午

後
1
時
／
午
後
2
時
～
午
後
4
時
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
篭か

ご
は
し橋

　
（
内
線 

２
１
９
２
）

収集地区
使用済み乾電池・

陶磁器類
収 集 日

上之郷 12月09日（木）

御　嵩 12月08日（水）

中 12月10日（金）

伏　見 12月07日（火）

　12 月は、使用済み乾電池と陶磁
器類を収集します。

＜陶磁器類の出し方＞
◎�指定の袋に入れて出してくだ

さい（無色透明の茶文字の袋）。
◎�ほかのごみは混ぜないでくだ

さい。

ごみ収集
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広　

告

※財源確保などのため、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先へお尋ねください。

　

12
月
中
旬
～
来
年
1
月
に
か
け
て
、
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
る
統
計
調
査
員
が

調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
製
造
事

業
所
の
み
な
さ
ん
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
情
報
推
進
係　

担
当
：
小お

ぐ
ら倉

（
内
線 

２
２
２
８
）

◆�

第
9
回

「特
別
弔ち
ょ
う
い
き
ん

慰
金
」
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

●�

支
給
対
象
：
平
成
17
年
4
月
1
日
～
平

成
21
年
3
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
戦

没
者
（
昭
和
6
年
9
月
18
日
以
後
の
公

務
ま
た
は
勤
務
関
連
傷
病
に
よ
り
、
死

亡
し
た
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
）
に
か

か
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
る
ご
遺
族
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
4
月

1
日
に
お
い
て
、
前
記
年
金
給
付
の
受

給
権
者
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
の

死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
も
っ
と
も
先
順

位
の
ご
遺
族
1
人（
左
記
の「
支
給
順
位
」

参
照
）
に
請
求
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

�　

な
お
、
日
本
国
籍
喪
失
、
戦
没
者
と

の
親
族
関
係
が
終
了
（
離
縁
）
し
て
い

る
人
は
、
支
給
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

●�

支
給
順
位
：
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
次
に
該
当
す
る
人

　

⑴�

平
成
21
年
4
月
1
日
ま
で
に
、
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

　

⑵
戦
没
者
の
子

　

⑶�

戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
人
、
平
成
21
年
4

月
1
日
に
お
い
て
、
婚
姻
に
よ
り
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
人
ま
た
は
遺
族
以

外
の
人
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
人

は
除
か
れ
ま
す
）

　

⑷�

右
記
⑶
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③

祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

⑸�

右
記
⑴
～
⑷
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
1
年
以
上
、
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

●�

支
給
内
容
：
額
面
24
万
円
（
6
年
償
還

の
記
名
国
債
）

●
手
続
き
に
必
要
な
書
類
：

　

◎�

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
請
求
書

　

◎�

戦
没
者
等
の
遺
族
の
現
況
等
に
つ
い

て
の
申
立
書
（
戦
没
者
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
に
つ
い
て
、
死
亡
等
の
現
況

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
書
類
）

　

◎�

第
9
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
印
鑑

等
届
出
書

　

◎�

特
別
弔
慰
金
請
求
同
意
書
（
請
求
同

順
位
者
が
い
る
場
合
の
み
）

　

◎
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

　

◎�

そ
の
他
、
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
（
妻
、
子
、
父
母
、
祖
父
母
、
兄

◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、ホームページをご覧ください。

　①広報紙「ほっとみたけ」　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　③ふれあいバス
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弟
姉
妹
な
ど
）
の
現
在
ま
で
の
状
況

（
死
亡
日
、
婚
姻
日
な
ど
）
を
確
認
で

き
る
資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

※�
請
求
に
必
要
な
戸
籍
な
ど
の
書
類
は
、

請
求
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

請
求
期
限
：
平
成
24
年
4
月
2
日
（
月
）

■�

請
求
手
続
き
先
／
問
い
合
わ
せ
：
福
祉

課
社
会
福
祉
係　

担
当
：
佐さ

と
う藤

・
井い

の
う
え上

（
内
線 

２
１
２
０
）

◆�

12
月
は
、
下
水
道
へ
の

「
不
法
投
棄
防

止
強
化
月
間
」
で
す

　

各
務
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
御
嵩
町

を
含
む
10
市
町
の
生
活
排
水
を
浄
化
し
、

河
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
生
活

排
水
で
は
な
い
大
量
の
廃
油
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
な
ど
の
廃
棄
物
が
、
公
共
下

水
道
に
流
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
異
物
を
公
共
下
水
道
に

流
す
こ
と
は
、
法
律
上
、
重
い
罰
則
規
定

が
あ
り
、
ま
た
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設

に
も
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
す
。

　

下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
や
公
共
マ
ス
な

ど
を
開
け
て
、
直
接
、
廃
棄
物
を
捨
て
る

と
こ
ろ
な
ど
を
目
撃
さ
れ
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
警
察
署
、
ま
た
は
上
下
水
道
課
へ

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　

担
当
：
井い

の
う
え上
（
内
線 

２
１
３
９
）

◆�

12
月
11
日

（
土
）
～
20
日

（
月
）
は
、

「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
実
施

期
間
で
す

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
「
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
」

【
運
動
の
重
点
】

　

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

◎�

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

■�

問
い
合
わ
せ
：
総
務
課

行
政
係　

担
当
：
和わ

だ田

　
（
内
線 

２
２
１
０
）

講　

座

◆
味み

そ噌
づ
く
り
体
験

　

農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
味
噌

づ
く
り
体
験
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
自
分

で
最
初
か
ら
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
程
：
平
成
23
年
2
月
6
日
（
日
）
／

12
日
（
土
）
／
20
日
（
日
）

　

※
同
じ
内
容
で
3
回
開
催
し
ま
す
。

●�

時
間
：
午
前
10
時
～
正
午
頃

●�

場
所
：
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
（
み
た

け
の
森
内
）

●�

内
容
：
地
元
で
と
れ
た
大
豆
を
使
い
、

こ
う
じ
味
噌
を
仕
込
み
ま
す
。
自
分
で

つ
く
る
喜
び
と
懐な

つ

か
し
い
味
わ
い
を
お

◎
開
催
期
間
：
12
月
11
日
（
土
）
～

平
成
23
年
3
月
6
日
（
日
）

◎�

内
容
：
世
界
の
ス
イ
ー
ツ
が
大
集
合
。
お

口
の
な
か
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
幸
せ
な
世

界
を
ど
う
ぞ
ご
堪た

ん
の
う能

く
だ
さ
い
。

　

※�

一
部
メ
ニ
ュ
ー
は
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
の
み
の
販
売
と
な
り
ま
す
。

【�

ワ
ー
ル
ド
ナ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
】

◎
開
催
期
間
：
12
月
23
日
（
木
・
祝
）
～

25
日
（
土
）

◎�

内
容
：
夜
8
時
ま
で
延
長
す
る
ナ
イ
タ
ー

営
業
を
実
施
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
本
場
ド
イ
ツ
さ
な
が
ら

の
「
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ル
メ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

な
ど
、
幻
想
的
な
異
国
の
夜
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
期
間
中
は
、
夜
7
時
か

ら
、
彩

い
ろ
ど

り
鮮あ

ざ

や
か
な
花
火
も
打
ち
上
が
り

ま
す
。

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
る
人
に

は
、
最
初
の
工
程
か
ら
お
教
え
し
ま
す
。

●�

定
員
：
各
15
名
（
先
着
順
）

●�

参
加
料
：
３
、０
０
０
円
（
7
㎏
）

　

※�

大
豆
の
相
場
に
よ
っ
て
変
更
が
あ
り

ま
す
。

　

※�

容
器
の
な
い
人
は
、有
料
（
５
０
０
円
）

で
ご
用
意
し
ま
す
。

●�

申
込
方
法
：
農
林
課
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
農
林
課
農
政

係　

担
当
：
竹た

け
む
ら村
（
内
線 

２
１
６
４
）

催　

し

◆

「リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
」
入
館
割
引

　

野
外
民
族
博
物
館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド
で

は
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
名
鉄
広

見
線
活
性
化
の
た
め
、
日
ご
ろ
の
感
謝
を

込
め
て
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
を
ご
優

待
し
ま
す
。

●
優
待
期
間
：
12
月
3
日
（
金
）
～

平
成
23
年
3
月
6
日
（
日
）

●�

休
館
日
：
12
月
～
2
月
の
毎
週
水
曜
・
木

曜
日
、
12
月
31
日
（
金
）

　

※�

た
だ
し
、
12
月
23
日
（
木
・
祝
）、
29

日
（
水
）、
30
日
（
木
）、
平
成
23
年
1

月
5
日
（
水
）、
6
日
（
木
）
は
開
館

し
ま
す
。

●
優
待
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
：

【�

グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
「
ス
イ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
Ⅱ
」】

情報ガイド情報ガイド

☆
名
鉄
電
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

リトルワールド　御嵩町民優待入館割引券

　大人・大学生　 　 　 　 500円（通常1,600円）
　シルバー（65歳以上）　 500円（通常1,200円）
　高校生　　　　　　　　500円（通常1,000円）
　小・中学生　　　　　　200 円（通常 600 円）
　幼児（3 歳以上）　　　　100 円（通常 300 円）

●有効期間 ： 平成 22 年 12 月 3 日 （金） ～

平成 23 年 3 月 6 日 （日）

※裏面の注意事項をよくお読みください。
◎この券を切り取って、使用してください。

✂

✂
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※
一
部
エ
リ
ア
の
み
の
営
業
で
す
。

　

※�

荒
天
・
多
積
雪
時
に
は
、
ナ
イ
タ
ー

営
業
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※�
雨
天
時
は
、
花
火
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

☆�

イ
ベ
ン
ト
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
・

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆�

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
リ
ト
ル
ワ
ー
ル

ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
littlew

orld.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
野
外
民
族
博
物
館
リ
ト

ル
ワ
ー
ル
ド　

☎ 

０
５
６
８
‐
６
２
‐

５
６
１
１

◆
第
31
回

「迎
春
の
会
」

　

２
０
１
１
年
の
初
日
の
出
を
御
嵩
城
址

公
園
で
迎
え
、
新
年
の
誓
い
と
み
な
さ
ん

の
幸
せ
を
祈
願
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
：
平
成
23
年
1
月
1
日
（
土
）

　

午
前
6
時
45
分
～
午
前
8
時

●
場
所
：
御
嵩
城
址
公
園

●
内
容
：
抽
選
会
、
豚
汁
の
無
料
配
布
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒
（
内
線 

２
２
６
８
）

◆
平
成
23
年

「成
人
式
」

　

町
で
は
、
新
た
に
お

と
な
の
仲
間
入
り
を
す

る
新
成
人
の
門
出
を
祝

う
た
め
、「
成
人
式
」
を

お
こ
な
い
ま
す
。

●
日
時
：
平
成
23
年
1
月
9
日
（
日
）

　

◎
受
付
：
午
後
1
時
～

　

◎
式
典
：
午
後
1
時
30
分
～

●
場
所
：
中
公
民
館

●�

対
象
：
平
成
2
年
4
月
2
日
～
平
成
3

年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

�　

※�

対
象
者
に
は
、
案
内
は
が
き
を
12
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係　

担
当
：
生い

こ
ま駒
（
内
線 

２
２
６
８
）

募　

集

◆

「写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品

　

可
児
市
・
御
嵩
町
観
光
協
会
、

名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会
合

同
で
、「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

●�
作
品
テ
ー
マ
：
「
広
見
線
で

出
会
っ
た
可
児
・
御
嵩
の
素

敵
な
風
景
」

●�

撮
影
場
所
：
名
鉄
広
見
線
沿
線
区
域
（
可

児
市
お
よ
び
御
嵩
町
）
内

●�

サ
イ
ズ
：
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
「
四
つ
切

り
」
ま
た
は
「
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
」

　

※
合
成
加
工
は
不
可

●�

応
募
点
数
：
未
発
表
の
も
の
で
1
人
3

点
ま
で
（
た
だ
し
、入
賞
は
1
人
1
作
品
）

●�

応
募
方
法
：
作
品
の
裏
面
に
作
品
名
を

記
入
し
、
応
募
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
課

お
よ
び
4
地
区
公
民
館
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
）
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
：
12
月
28
日
（
火
）

情報ガイド情報ガイド

※
審
査
の
結
果
は
、
後
日
、
通
知
し
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
観

光
協
会
（
ま
ち
づ
く
り
課
商
工
観
光

係
内
）　

担
当
：
若わ

か
お尾

・
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
２
３
０
）

◆
御
嵩
町
消
防
団
員

　

御
嵩
町
消
防
団
で
は
、
平

成
23
年
4
月
入
団
の
消
防
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
消
防
団

は
、
一
番
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。
地
域
を
守
る

た
め
に
、
あ
な
た
の
力
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
！

●��

募
集
要
件
：

　

◎�

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て
い
る
人

　

◎
18
歳
以
上
の
人

　

◎�

禁
固
な
ど
の
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
な
い
人

　

◎
心
身
と
も
に
健
全
な
人

※�

審
査
に
よ
り
、
入
団
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●�

申
込
期
限
：
平
成
23
年
1
月
14
日
（
金
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
総
務
課
行
政

係　

担
当
：
有あ

り
く
に国
（
内
線 

２
２
０
８
）

◆
放
送
大
学
入
学
生

　

放
送
大
学
で
は
、
4
月
入
学
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
放
送
に
よ
り
授
業
を
お
こ
な
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
無
料
で
資
料
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●�

募
集
の
種
類
：
教
養
学
部
（
6
か
月
、

1
年
間
、
4
年
以
上
在
学
）
／
大
学
院

（
6
か
月
ま
た
は
1
年
在
学
）

●
出
願
期
限
：
平
成
23
年
2
月
28
日
（
月
）

※�

大
学
説
明
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.ouj.ac.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

資
料
請
求
先
／
問
い
合
わ
せ
：
放
送
大

学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー　

〒
５
０
０
‐

８
３
８
４　

岐
阜
市
薮
田
南
5
‐
14
‐
53

☎ 

０
５
８
‐
２
７
３
‐
９
６
１
４

【注意事項】
※当券 1 枚につき、5 名様まで使用可
※ほかの割引との併用は不可
※コピー不可
※当券を入場券売場でご提出ください。
※駐車料金は、別途必要です。

野外民族博物館リトルワールド
☎ 0568-62-5611

✂

✂
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～ わいわいだより ～

◇新しいメニューが登場しました！！！

　＜提供時間＞　　　　　　（わいわい館 茶房棟）
　　月 ・ 木曜日 ： 午前 10 時～午後 3 時

　　火 ・ 金 ・ 土 ・ 日曜日 ： 午前 10 時～午後 4 時

　わいわい館では、冬の新メニューとして、「ぜんざい」
と「おしるこ」（有料：300 円）
をはじめました。すべて手づくり
のため、それぞれ 1 日限定各 20
食ですが、寒い季節にピッタリの
あったか「ぜんざい」と「おしるこ」
を味わいながら、わいわい館でく
つろいでみてはいかがですか。

♪♪　御嶽宿 さんさん広場 ・ わいわい館からのお知らせ　♪♪御嶽宿 さんさん広場 ・ わいわい館からのお知らせ

☀ 御嶽宿さんさん広場（名鉄御嵩駅前）
★ 12 月～ 3 月（冬季）、宿の市はお休みします。

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係
　担当：栗

く り や も と

谷本・亀
かめやま

山（内線 2235）

� 御嶽宿わいわい館（願興寺向かい）
　　開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　休館日：毎週水曜日
　　☎（0574）42-8580

情報ガイド情報ガイド

◇� 「つるアート展＆つるアート体験講座」 を

開催します！

　わいわい館では、「つるアート展＆つるアート体験講
座」を開催します。謡坂地区にお住まいの高

たかはし

橋貴
き み え

美枝
さんが製作されたランプシェードや置物など、山に自
生する「ツル」を使った作品を多数展示します。
　また、開催期間中におこなわれる「つるアート体験
講座」では、野

や し ゅ

趣あふれる「籠
かご

」の製作をおこないます。
みなさん、ぜひご参加ください。
　詳しくは、わいわい館までお問い合わせください。
★ 「つるアート展」　（わいわい館 交流棟 1 階・茶房棟）
　●期間：12 月 5 日（日）～ 19 日（日）
★ 「つるアート体験講座」　（わいわい館 中庭ほか）
　●日時：12 月 12 日（日）　午前 10 時～正午
　●材料費：おひとり 1,800 円　
　●定員：10 名（先着順）
　●�申込方法：御嶽宿わいわい館へ直接または電話で

申し込みください。

▲ �「宿場じるこ」＆
「きびぜんざい」

◆ 平成 23 年度 「御嵩町放課後児童クラブ」 入部説明会の開催について

　平成 23 年 4 月からの放課後児童クラブへの入
部希望者を対象に、説明会を開催します。お子さ
んを入部させたい保護者のみなさんは、説明会に
ご参加ください。

 【入部説明会について】
●日時：平成 23 年 1 月 18 日（火）午後 7 時～
●場所：役場北庁舎 3 階 大会議室

 【放課後児童クラブについて】
●�入部要件：保護者、親族などが就労などの理由

で、昼間、家庭にいない小学校 1 年生～ 3 年生
までの児童

●時間：平日 … 児童の下校時間～午後 6 時
　　　　土曜日・夏休み・冬休み・春休み 

… 午前 8 時～午後 6 時
●�休業日：日曜日、祝日、年末年始（12 月 28 日

～翌 1 月 5 日）および町長が必要と認めた日
●利用料：月額／ 1 人 4,000 円　
　※�入部時に保険料（年間 1,100 円）が別途必要

です。
●定員：
　◎御嵩小学校区（2 クラス）：各 40 名
　◎伏見小学校区：40 名
　※審査のうえ、入部を決定させていただきます。

 【申し込みについて】
　申し込みについては、説明会以降、学校教育課
窓口で受付をおこないます。
●申込期間：平成 23 年 1 月 19 日（水）～

2 月 18 日（金）
※�教育委員会では、児童の健全な育成のために、

放課後はできる限り、家庭（親族など）や地域
の温もりのなかで過ごしていただくことが望ま
しいと考えています。

※�現在入部している場合も、新たに申し込みが必
要です。

■�申込先／問い合わせ：学校教育課学校教育係　
担当：小

お ぐ ら

倉・可
か に

児（内線 2263・2310）
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� 保健センターだより �
【 1 月の行事予定 】

★予防接種

予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

 ＢＣＧ  �12 日（水）／保健センター
 　　　13：15 ～ 13：30

 平成 22 年 9 月生まれ
 申込不要（直接、会場へお出かけください）

 6 か月未満で未接種

 三種混合  �25 日（火）／保健センター
 　　　14：00 ～ 14：30

 �7 歳半未満（90 か月未満）
で BCG が済んでいる  申込不要（直接、会場へお出かけください）

麻しん風しん
混合

1 期・2 期

 17 日（月）／桃井医院
 　　　14：30 ～ 15：00

 平成 21 年 12 月生まれ  申込不要（直接、会場へお出かけください）

 2 歳未満で 1 期未接種
 ★ �1 月 4 日（火）～ 7 日（金）に保健

センターへ申し込みください。
 �平成 16 年 4 月 2 日～平成
17 年 4 月 1 日生まれで、
2 期未接種

★母子保健

行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

 母子健康手帳の交付  �毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30  妊婦

 保健センター

 育児相談  17 日（月）／ 受付 9：30 ～ 11：00  �0 歳～就学前まで

 赤ちゃんサークル  �12 日（水）／ 受付 14：15 ～ 14：30  �平成 22 年 9 月生まれのお子さん
とその保護者

 離乳食実習  �26 日（水）／ 13：30 ～ 15：30  �平成 22 年 9 月・10 月生まれの
お子さんとその保護者

 10 か月児相談  �13 日（木）／ 受付 9：30 ～ 10：00  �平成 22 年 2 月生まれ

 1 歳 6 か月児健診  27 日（木）／ 受付 13：15 ～ 13：30  �平成 21 年 5 月・6 月生まれ

 2 歳児歯科健診  18 日（火）／ 受付 9：15 ～ 9：30  �平成 20 年 11 月・12 月生まれ

★成人保健

行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法 開催場所

 いきいき健康相談  �毎週月曜日（祝日を除く）
 　　　13：00 ～ 16：30  町内の人  保健センター

 精神保健福祉相談
 ＜予約制＞ 定員：3 名

 �17 日（月）
 　　　13：30 ～ 15：30

 �★�相談日までに保健センターへ申し込みくだ
さい。  保健センター

■問い合わせ ： 保健センター

☎ 67-2111　　ＦＡＸ 67-2118

★予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

◇◆◇ 可児口腔保健講演会 「ところかまわず健康法」 を開催します　◇◆◇

●日時：平成 23 年 2 月 6 日（日）　午後 1 時 45 分～午後 4 時 30 分（開場は午後 1 時 15 分～）
●場所：可児市文化創造センターアーラ　宇

そ ら

宙のホール（可児市下恵土 3433-139）
●入場料：無料
●講師：中京大学体育学部教授　湯

ゆ あ さ

浅 景
かげもと

元 氏
●講演内容：学童期、壮年期、高齢者、それぞれの世代での必要な運動について

◇◆◇ 女性特有がん検診 （乳がん検診、 子宮がん検診） 無料クーポン券対象者のみなさんへ　◇◆◇

　対象者には、無料クーポン券・検診票を送付しています。有効期限は平成 22 年 12 月 22 日（水）までです。
早めに指定病院に予約をして、検診を受けてください。
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� " 出前保育 " をおこないます！

　遊んだり、楽しみながら、地域での交流を深めます。
　●日時：12 月 15 日（水）　午前 10 時～正午
　●場所：御嵩公民館

★ 12 月の園庭開放＆巡回子育て相談 ★

◆日時：午前 9 時 30 分〜午前 11 時 30 分
　 2 日（木）中保育園／ 9 日（木）伏見保育園
　16 日（木）御嵩保育園・上之郷保育園

※�巡回子育て相談はありません。

★ 親子教室のご案内 （会員制） ★

　申し込んだコースに参加してください。
◆日時：午前 10 時～午前 11 時 30 分
　◎さくらんぼコース（1 歳児）
　　12 月 14 日（火）　リトミック③
　◎りんごコース（2 歳児）

12 月 17 日（金）　リトミック②

子育て支援センター

＜中児童館＞
2 日（木）ひよこタイム（クリスマス工作）

午前 10 時 30 分
4 日（土）クリスマス会　　　　　　　午後 1 時 30 分
9 日（木）ひよこタイム（クリスマス会）

午前 10 時 30 分
11 日（土）ガラス絵かき＆壁面かざり作り

午後 1 時 30 分
16 日（木）ひよこタイム（お正月かざり作り）

午前 10 時 30 分
18 日（土）★お正月かざり作り（しめ縄

なわ

）
対象：小学校 3 年生以上　午後 1 時 30 分

★お母さんの手作りクラブ　　　午前 10 時
　　　　　　　（しめ縄作り）

※託児あり
※�小学校 1 年生・2 年生は、保護者同伴でこ

ちらに申し込みください。
25 日（土）大掃除＆子ども忘年会　　　午後 1 時 30 分
★閉館日：12 月 28 日（火）～ 1 月 5 日（水）

◎ 育児相談 月曜〜金曜日（午前 9 時〜午後 5 時）

★ “子育ておしゃべりタイム” へのお誘い ★

　小さいお子さんをお持ちのお母さん、子育て支援
センターへ来ませんか？一緒におしゃべりしたり、
子どもと遊びながら、ストレスを発散しましょう。 
◆日時：毎週月曜日　午前 10 時〜午前 11 時 30 分

＜ 1 月の予定＞
◎ 17 日：栄養士の話

身体測定
◎ �24 日：春のお茶会
　　　　　　※申込必要
◎ �31 日：豆まき＆

ます作り

申

参

申

参･･･申込必要 ･･･参加料必要

ぽっぽかん
休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始

開館時間：午前 9 時～午後 5 時
☎ 67-5221

休館日：日曜日、祝日、年末年始
開館時間：午前 10 時～午後 5 時

中児童館 ☎ 67-0400 ／伏見児童館 ☎ 67-3625

＜ 12 月の予定＞
◎ 6 日：�もちつき
◎ �13 日：アフタービクス
　　　（午前 9 時 30 分～）

身体測定
◎ �20 日：クリスマス会＆ミ

ニコンサート ※申込必要

★ “おはなしの広場” に来てね ★

　紙芝居や絵本に親しみ、読み聞かせを
通して、情緒豊かなお子さんに育てましょ
う。貸出しもおこなっています。
◆日時：12 月 8 日（水）・1 月 12 日（水）
　午前 10 時 30 分〜午前 11 時 30 分
★� �絵本の読み聞かせは、毎日、午前 11 時 30 分か

らおこなっています。親子で参加しましょう。

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

★★ 12 月の予定★★

ぽっぽかん

＜伏見児童館＞
4 日（土）クリスマス会　　　　　　　　　　午後 1 時
8 日（水）ひよこタイム（クリスマス会）　

午前 10 時 30 分
11 日（土）カンタンおやつ作り（クッキー）

①午後 1 時 30 分　②午後 3 時
15 日（水）お母さんの手作りクラブ　　　　午前 10 時
　　　　　　（お正月かざりクラフト）
18 日（土）みんなで遊ぼう　　　　　　午後 1 時 30 分
25 日（土）お正月かざり作り　　　　　午後 1 時 30 分
27 日（月）大掃除＆ごくろうさん会　　午後 1 時 30 分
★閉館日：12 月 28 日（火）～ 1 月 5 日（水）

申

参

申

参
申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

申

参

＜中・伏見児童館合同行事（地域子ども教室）＞
11 日（土）上之郷移動児童館

「クリスマス会」
　　　　　　時間：午後 1 時～午後 3 時 30 分
　　　　　　場所：上之郷公民館

申

参

申

参
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	     出生児名           自治会名         保護者名

久
きゅうしま

島 篤
あ つ き

生（古 屋 敷）

藤
ふ じ た

田伶
れ お な

緒奈（元 町）

纐
こ う け つ

纈 心
こ あ

晶（新 町）

鈴
す ず き

木 陸
り く と

斗（新 町）

佐
さ と う

藤 夢
ゆ ら

來（北 屋 敷）

奥
おくむら

村菜
な な み

々美（共 和 台）

大
お お し ま

嶋 菜
な な

七（向 陽 台）

細
ほ そ え

江 開
か い と

渡（若 松 町）

横
よ こ う ち

内 萌
も な

菜（南山台西）

仙
せ ん だ

田 健
け ん し ん

真（稲 荷 台）

青
あ お き

木 奏
か な た

樹（送 木）

中
な か し ま

島 謙
け ん た

太（本 郷）

小
お ぐ ら

倉 　 奏
かなで

（新 町）

12 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3 火曜日》

《毎月最終金曜日》

6 日（月）、13 日（月）、20 日（月）、
21 日（火）、24 日（金）、27 日（月）
～ 31 日（金）

●場所：1 階研修室

◆ わくわくたいむ（おはなしかい）
　絵本や紙芝居の読み聞かせをおこ
ないます。
●�日時：12 月 4 日（土）、11 日（土）、

25 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 30 分
●場所：おはなしのへや

◆ えほんのひろば（読み聞かせ）
　※ 12 月はお休みします。

◆ 郷土館特別展
　「みたけの鉄道 90 年史」
●期間：12 月 12 日（日）まで
●場所：2 階特別展示室

◆ 郷土館特別展関連講座
　「鉄道模型を楽しもう！」
　展示中の N ゲージレイアウトを
使って、鉄道模型運転の実演やコン
トローラーを操作し
て、実際に運転体験を
します。
●�日時：12 月 4 日（土）、11 日（土）、

12 日（日）

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
　「手作りクリスマス展」
　クリスマスを楽しく演出しません
か？クリスマスのお菓子の作り方の
レシピ紹介やクリスマスを彩る作品
を展示します。
●期間：12 月 23 日（木・祝）まで
●場所：1 階エントランスホール

◆ キッズ・シアター（ビデオ上映）
　「ヘンゼルとグレーテル」
●日時：12 月 18 日（土）
　午後 2 時〜午後 2 時 50 分

開
館
時
間

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

　　　：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

◆ホームページアドレス：
　http://www.town.mitake.gifu.jp/

中山道みたけ館 ☎（0574）67-7500
竹屋資料館　　 ☎（0574）67-5704

　①午前 10 時 30 分～正午
　②午後 1 時 30 分～午後 3 時
　※�上記日程以外でも、講師の都

合により開催します。
　※事前申し込みは不要です。
●場所：中山道みたけ館
●参加料：無料
●�講師：大

お お が

鋸忠
た だ お

雄さん、本
ほ ん だ

田博
ひ ろ し

志
さん

◆ 竹屋資料館ミニ展示
　「懐

なつ

かしいお正月展」
●�期間：12 月 11 日（土）～

平成 23 年 1 月 15 日（土）
●場所：商家竹屋 主屋

＜ 平成 22 年 10 月分　受付（敬称略）＞

■問い合わせ：住民環境課住民係　担当：伊
い さ じ

佐次（内線 2105)

お誕生
　　おめでとう

宏 展
佳那代

亮
梨 華

和 也
妙 子
規 彰
順 子

広 晃
知 恵

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

小 川 幸 一  84 歳（新 木 野）小 川 博 久

松 山 健 一  70 歳（春 日 町）松 山 英 治

山 田 光 惠  78 歳（若宮町 2）山 田 俊 幸

岩 井 　 登  80 歳（ 宿 ）岩 井 　 実

篭 橋 昌 且  86 歳（大 庭）服 部 天 明

上 山 　 弘  45 歳（愚 渓 町）上 山 昇 造

大村ともよ  87 歳（送 木）大 村 　 治

上 岡 欣 哉  59 歳（若宮町 1）上 岡 伸 彦

青木嘉代子  70 歳（南山台東）青 木 　 健

お悔やみ
　申し上げます

　    婚姻者名　　　   住　　所

　柘 植 明 弘（本 郷）
　渡 邉 和 美（川 辺 町）

　加 納 典 孝（新 町）
　木 村 江 里（羽 島 市）

　安 藤 光 司（八百津町）
　山 田 恵 未（向 陽 台）

　奥 村 雄 二（新 木 野）
　松 井 典 子（名古屋市）

　和 田 敦 史（木 の 下）
　吉 田 智 子（木 の 下）

ご結婚
　　おめでとう

（
（
（

★ ★　12 月の予定　★ ★
中 山 道

み た け 館

雄 康
明 子

修 平
真 希

和 也
望

誠 貢
美 里

誠 一
美由紀

孝 司
麻祐子

晋 作
利 江

（
（

※�年末年始は、12 月 27 日（月）～
1 月 4 日（火）まで休館します。

猛 志
愛 菜
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御
嵩
の
亜
炭
鉱
は
、
明
治
初
期
に
採さ

い
く
つ掘
が

は
じ
ま
り
、
戦
中
戦
後
、
盛
ん
に
掘
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
戦
中
は
軍
の
管
理
下

に
お
か
れ
、
戦
後
は
経
済
復
興
の
名
の
下
に

乱ら
ん
く
つ掘

と
表
現
し
て
も
よ
い
ほ
ど
盛
ん
に
採

掘
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
亜
炭
採
掘
に
関
す

る
許
認
可
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
国
が
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

復
旧
を
お
こ
な
う
際
に
、
現
在
の
制
度

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
10

鉱
害
復
旧
制
度
の
問
題
点

　

10
月
20
日
（
水
）
に
、
顔
戸
地
内
で
大
規
模
陥

没
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
地
盤
の
落
ち
着

き
を
待
ち
、
一
刻
も
早
く
復
旧
工
事
が
お
こ
な
え

る
よ
う
、
特
定
鉱
害
復
旧
事
業
の
手
続
き
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
特
定
鉱
害
復
旧
事
業

は
、
国
が
約
9
割
、
県
が
約
1
割
を
出
資
し
た
約

4
億
９
、０
０
０
万
円
の
基
金
を
「
岐
阜
県
産
業
経

済
振
興
セ
ン
タ
ー
」
が
管
理
し
、
そ
の
運
用
益
で

復
旧
事
業
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町 長 月 記

★建設会社のみなさんがまちをきれいに！
　国道 21 号線～グリーンテクノみたけ、平芝工業団地周辺で、
町内の建設会社 11 社で構成される御嵩町安全協議会（天

あ ま の

野
和
かずたか

孝会長）のみなさんと役場建設課職員による清掃奉仕作業が
おこなわれました。当日は約 40 名の参加があり、路肩や側溝
に投棄されているごみや空き缶など、軽トラックに何杯分もの
ごみを回収しました。この奉仕作業は、毎年実施されています。
　中

なかしま

島康
や す お

雄副会長は清掃前に、「安全協議会の事業計画として
町道の清掃をおこない、環境保全の一環として町と協力し、協
議会の発展を願うものです。協議会員の皆様のご協力をお願い
したい」と話されました。（11 月 6 日）

国への要望内容 復旧事業の工程 現行の制度など
◎�特定鉱害認定に向けた手続き

を簡素化されたい。

◎�家屋を含む被害が発生した場
合は、その程度により、直ち
に避難を余

よ ぎ

儀なくされること
となるため、復旧工事着手前
であっても必要とされる仮住
居費や引越しなどの費用は、
すべて基金を使用することが
できることとされたい。

被害発生 ◎�国において、陥没などの原因
が亜炭廃坑であることが確認
され、本来責任を取るべき者
がいないと認められた場合に
特定鉱害と認定される。

◎�特定鉱害に認定され、復旧工
事がはじまる以前に生じた経
費は、すべて町ないし個人の
負担となる。

特定鉱害認定

被害調査
復旧計画

◎�被害者の意向により、復旧に
要する費用の範囲以内を原則
とし、転居などの費用に充て
ることができることとされた
い。

復旧事業着手

◎�農地などの被害は、陥没箇所
を埋め戻し、もとのように地
盤を整地する。建物被害は、
被害にあう前と同じように修
復する（※効用回復という）。

◎�地盤の復旧工事は、町が公共
事業としておこない、それ以
外の家屋などの復旧または転
居などは、被害者の責任でお
こなうことができることとさ
れたい。

復旧事業完了
◎�個人の資産であるが、復旧工

事は公共事業として実施す
る。

＜柔軟な基金の運用＞
　☆�現行の制度のうちで、被害者個々の意向に沿えるよう柔軟な運用をお願いしたい。
＜今後の基金の在り方について＞
　☆�現行制度は、基金の運用益を復旧費用に充てることとしているが、今回発生したよ

うな大規模な被害は運用益のみではまかなうことができないため、基金原資が枯
こ か つ

渇
する恐れがあります。基金の積み増しおよび恒久的な基金の存続をお願いしたい。

＜公共施設の地盤対策＞
　☆�大規模地震などの発生時の安全安心のため、公共施設や被害が多発している地

域において、地下充
じゅうてん

填などの抜
ばっぽんてき

本的な安全対策を優先的に実施するとともに、
基金とは別に国の責任において、その経費の確保をお願いしたい。

【 表１　国への要望内容と現行の制度 】

月
28
日
（
木
）
に
、
鉱
害
復
旧
を
所
管
し

て
い
る
経
済
産
業
大
臣
と
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
長
官
へ
、
古ふ

る
た田

岐
阜
県
知
事
と
と

も
に
問
題
点
の
改
善
の
要
望
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
国
へ
の
要
望
内
容
を
示
し

た
も
の
が
左
の
表
で
す
（
表
1
参
照
）。
今

後
、
さ
ら
に
国
へ
強
く
要
望
し
、
み
な
さ

ん
の
安
全
安
心
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
御
嵩
町
長　

渡
辺
公
夫
）
11
月
17
日
執
筆

21



【 みたけエコシンボルキャラクターが決まりました！！ 】

 ,

町の人口と世帯（2010.11.1 現在）

POPULATION　（　）内は前月比

　　 人口　19,492 人（＋ 7）

　　　 男　 9,616 人（＋ 2）

　　　 女　 9,876 人（＋ 5）

　　 世帯  6,928 世帯（＋ 15)

発行／御嵩町
 編集／企画課秘書広報係
〒 505-0192　岐阜県可児郡御嵩町御嵩 1239 番地 1
TEL（0574）67-2111（代）　FAX（0574）67-1999（代）
ホームページアドレス　http://www.town.mitake.gifu.jp/
携帯版ホームページ　　http://www.town.mitake.gifu.jp/mobile/
電子メールアドレス　　mitake ＠ town.mitake.lg.jp

携帯版ホームページ
は、この QR コード
でご覧になれます。

表　

紙　

か　

ら

　

11
月
7
日
（
日
）
に
お
こ
な
わ

れ
た
「
中な

か
せ
ん
ど
う
う
ぉ
ー
く

山
道
往
来
」
の
様
子
で

す
。
当
日
は
、
秋
晴
れ
の
空
の

下
、
御み

た
け嶽

宿
～
細ほ

そ
く
て

久
手
宿
（
瑞
浪

市
）
ま
で
の
約
11
・
8
㎞
の
コ
ー

ス
を
約
１
、０
０
０
名
が
歩
き
ま

し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
御
嶽
宿
や

ゴ
ー
ル
地
点
の
細
久
手
宿
、
コ
ー

ス
の
途
中
で
は
、
温
か
い
飲
み
物

や
お
い
し
い
食
べ
物
の
お
も
て

な
し
が
あ
り
ま
し
た
。
山
を
2
つ

越
え
る
、
長
く
、
険け

わ

し
い
道
の
り

で
し
た
が
、
歩
き
終
え
た
あ
と
、

完
歩
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
陶

器
製
の
“
通
行
手て

が
た形

”
を
手
に
し

た
み
な
さ
ん
は
、
と
て
も
満
足
そ

う
な
顔
を
し
て
み
え
ま
し
た
。
自

然
や
人
と
ふ
れ
あ
い
、
心
癒い

や

さ
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今月の健康料理 「年
と し こ

越し椀
わん

」

■�問い合わせ：住民環境課住民係　
　（内線 2105)

■レシピ提供：保健センター　担当：佐
さ ご う

合（管理栄養士）（内線 2193）　

　【 M
ま ぐ

AG-C
か っ ぷ

UP 少年サッカー交流大会へ出場します！】

★ワンポイントメモ★　「年取りのおかず」として、昔から食べられている行事食です。
　年越しに、糸昆布ととれた野菜を大きな鍋にたくさん作り、お正月に何度も煮直して食べられています。具を大きく切るのは、豪

ご う か

華に、ごちそうに見せるためです。

【作り方】
①�糸昆布は水で戻す。干ししいたけはぬるま湯で戻

す。
②�大根、にんじん、ごぼう、こんにゃくは拍子切り

にする。
③ごぼう、こんにゃくはゆでて、アク抜きをする。
④�里芋は大きめの乱切りにし、しいたけは 2 つか 4

つにそぎ切りにする。油あげは大きめのざく切り
にする。

⑤�鍋に、だし汁、大根、にんじん、里芋を入れて煮
る。調味料を加えて、ごぼうとこんにゃくも加え
て煮る。油あげ、しいたけ、糸昆布を入れて煮る。

⑥材料がやわらかく煮えたら、豆腐を大きく切って
　入れ、火が通ったら盛りつける。

【材 料】（4 人分）

糸昆布 20 ｇ
干ししいたけ　　　　4 枚
大根 80 ｇ
にんじん　 60 ｇ
ごぼう 40 ｇ
こんにゃく 1/2 枚
里芋 4 個
油あげ 4 枚
豆腐 1/2 丁
だし汁 600 ㏄
（しいたけの戻し汁も含めて）
しょうゆ  大さじ 1 と 1/2
みりん 小さじ 1
砂糖　　  大さじ 1 と 1/2

【１人分の栄養価】
エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄分 塩分
124kcal 6.2g 150mg 1.7mg 1.6g

野 菜 が た く さ ん
入っていて、栄養
たっぷりだよ！

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷されています。

　この大会は、三重県（M)、愛知県（A)、岐阜県（G）の東
海環状自動車道が通過する市町が主体となり、自動車道沿線
地域の連携強化とサッカーを通して、子どもたちの交流を深
めることを目的とした大会です。今年の第 14 回大会は、岐
阜市が会場で、各市町から 32 チームが参加します。
　御嵩町からは「御嵩サッカー少年団」が参加しますので、
元気にプレーする選手たちに声援を送ってください。

●日時：12 月 18 日（土）開会式・予選リーグ
　　　　12 月 19 日（日）準々決勝～決勝戦
●場所：北西部運動公園（岐阜市曽我屋 8 丁目地内）
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